
◎

シ

ナ

リ

オ

【

じ

ょ

う

じ

な

ま

は

げ

（

残

酷

版

）

】

 

第

二

稿

・

イ

ワ

モ

ト

ケ

ン

チ

 

  

S
#
 

一
●

や

ま

だ

や

・

前

（

夕

） 

安

い

ス

ピ

ー

カ

ー

か

ら

流

れ

る
「

寺

内

タ

ケ

シ

」
風

に

の

っ

て

小

学

生

の

山

田

新

吉

(

十

一

)

が

歩

い

て

く

る

。 
「

中

華

料

理

店

・

や

ま

だ

や

」

へ

入

っ

て

行

く

、

 

新

吉

。

 

S
#
 

二
●

や

ま

だ

や

・

店

（

夕

） 

 
 

新

吉

、

入

っ

て

く

る

。

 

厨

房

で

餃

子

を

焼

い

て

い

た

父

親

(

四

三

)

が

カ

ウ

タ

ー

に

用

意

さ

れ

て

い

た

皿

に

餃

子

を

の

せ

て

い

る

。

 

店

の

客

テ

ー

ブ

ル

を

雑

巾

で

拭

い

て

る

、
母

親

(

三

八

)

。

客

は

ひ

と

り

も

い

な

い

。

 

 
 

母

親

、

新

吉

に

「

お

か

え

り

」

と

首

で

言

う

。

 

 
 

新

吉

も

「

た

だ

い

ま

」

と

手

で

返

す

。
 

 
 

厨

房

の

父

親

、

向

き

直

り

無

表

情

に

作

業

を

続

け

る

。 

 
 

新

吉

、

カ

ウ

ン

タ

ー

脇

を

通

り

、

二

階

に

向

か

う

。

 

 
 

途

中

で

焼

き

た

て

の

餃

子

を

ひ

と

つ

失

敬

す

る
 

 
 

一

瞬

父

親

を

見

た

後

、

二

階

へ

向

か

う

、

新

吉

。
 

 
 

父

親

も

母

親

も

気

づ

い

て

い

な

い

。

 

 
 

同

時

に

電

話

が

な

る

。

 

 
 

母

親

、

電

話

機

に

向

か

う

。

 

S
#
 

三
●

や

ま

だ

や

・

新

吉

の

部

屋

（

夕

） 

 
 

新

吉

、

部

屋

に

入

っ

て

く

る

。

失

敬

し

た

餃

子

を

 

 
 

口

に

い

れ

て

も

ぐ

も

ぐ

や

っ

て

い

る

。

 

 
 

乱

暴

に

鞄

を

学

習

デ

ス

ク

の

上

に

置

く

。

 

 
 

鞄

か

ら

ポ

ケ

ッ

ト

ゲ

ー

ム

を

取

り

出

す

。

 

ポ

ケ

ッ

ト

ゲ

ー

ム

を

持

っ

て

丸

ま

っ

た

布

団

の

上

 

に

ジ

ャ

ン

プ

一

発

、

転

が

る

。

 

一 



 
 

ゲ

ー

ム

を

始

め

る

。

ゲ

ー

ム

開

始

音

。

 

 
 

楽

な

姿

勢

で

ゲ

ー

ム

を

す

る

、

新

吉

。

 

 
 

階

段

を

の

ぼ

る

足

音

。

 

母

親

が

や

ま

だ

や

の

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

を

手

に

持

っ

て

顔

を

出

す

。

 

 
 

新

吉

、

母

親

に

気

づ

か

ず

ゲ

ー

ム

を

続

け

て

い

る

。

 

 
 

母

親

、

ド

ア

を

強

く

ノ

ッ

ク

す

る

。

 

 
 

顔

を

上

げ

て

母

親

を

見

る

。

 

 
 

母

親

、

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

を

広

げ

て

新

吉

に

見

せ

る

。

 
新

吉

、
ポ

ケ

ツ

ト

ゲ

ー

ム

に

目

を

戻

し

、
知

ら

ん

顔

す

る

。

 

 
 

無

視

さ

れ

た

母

親

、

ド

タ

ド

タ

と

新

吉

に

近

づ

く

。

 

 
 

耳

を

引

っ

り

、

新

吉

の

体

を

起

す

。

 

S
#
 

四
●

絵

・

正

し

い

中

華

料

理

の

出

前

持

ち 

 
 

よ

い

こ

の

絵

本

風

。

 

 
 

正

し

い

中

華

料

理

の

出

前

持

ち

の

絵

。

 

 
 

モ

デ

ル

は

ヒ

ゲ

が

濃

く

、

頭

の

禿

げ

た

中

年

男

。

 

 
 

赤

い

大

き

な

○

マ

ー

ク

が

絵

を

囲

ん

で

い

る

。

 

S
#
 

五
●

や

ま

だ

や

・

店

（

夕

） 

ふ

て

く

さ

れ

た

様

子

で

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

を

着

た

新

吉

が

二

階

か

ら

降

り

て

く

る

。

 

母

親

、

新

吉

に

近

づ

き

、

白

い

長

靴

を

「

履

き

な

い

」

と

差

し

出

す

。

 

 
 

新

吉

、

首

を

振

っ

て

嫌

が

る

。

 

母

親

、
し

ゃ

が

み

込

ん

で

長

靴

に

履

き

替

え

さ

せ

よ

う

と

す

る

。

 

 
 

抵

抗

す

る

、

新

吉

。

 

い

つ

の

ま

に

か

厨

房

か

ら

出

て

来

た

父

親

が

の

頭

に

ゲ

ン

コ

ツ

を

ひ

と

つ

。

手

に

は

餃

子

の

皿

 

 
 

を

持

っ

て

い

る

。

 

 
 

皿

に

は

四

つ

の

餃

子

。

 

二 



S
#
 

六
●

絵

・

餃

子

の

比

較 

 
 

皿

に

盛

り

つ

け

ら

れ

た

五

つ

餃

子

と

四

つ

の

餃

子

 

 
 

が

比

較

さ

れ

て

い

る

絵

。

 

 
 

四

つ

の

餃

子

に

は

赤

い

大

き

な

×
マ

ー

ク

。

 

 
 

餃

子

を

焼

く

音

。

 

S
#
 

七
●

神

社

・

境

内

（

夕

） 
出

前

の

箱

を

持

っ

て

神

社

の

前

を

通

過

し

て

い

く

、
新

吉

。

 

 
 

神

社

の

境

内

に

は

大

型

バ

イ

ク

が

停

ま

っ

て

い

る

。

 

 
 

新

吉

、

バ

イ

ク

に

気

づ

い

て

駆

け

寄

る

。

 

 
 

出

前

の

箱

を

地

面

に

置

く

。

 

嬉

し

そ

う

に

バ

イ

ク

を

い

ろ

ん

な

角

度

か

ら

眺

め

る

、

新

吉

。

 

 
 

辺

り

を

見

回

す

。

 

 
 

誰

も

い

な

い

。

 

 
 

ゆ

っ

く

り

と

バ

イ

ク

に

ま

た

が

る

。
 

ハ

ン

ド

ル

を

取

り

、

運

転

し

て

い

る

つ

も

り

に

な

る

、

新

吉

。

 

 
 

本

物

の

エ

ン

ジ

ン

音

が

聞

こ

え

始

め

る

。

 

S
#
 

八
●

想

像

・

ア

メ

リ

カ

ン

・

ハ

イ

ウ

エ

イ

（

昼

） 

 
 

想

像

の

ふ

ち

ど

り

画

面

。

 

 
 

背

景

の

み

Ｃ

Ｇ

。

人

物

は

コ

マ

撮

り

。

 

 
 

新

吉

の

運

転

す

る

バ

イ

ク

が

ハ

イ

ウ

エ

イ

を

走

る

。

 

 
 

英

語

の

看

板

が

点

在

し

て

見

え

る

。

 

 
 

新

吉

、

周

囲

を

見

回

し

な

が

ら

悠

々

と

走

る

。

 

 
 

大

型

ト

ラ

ッ

ク

の

走

行

音

が

突

然

近

づ

く

。

 

 
 

「

あ

！

」

と

前

を

見

る

、

新

吉

。

 

前

か

ら

大

型

ト

ラ

ッ

ク

が

新

吉

に

向

か

っ

て

走

っ

て

く

る

。

 

 
 

新

吉

、

慌

て

て

ハ

ン

ド

ル

を

切

る

。

 

三 



S
#
 

九
●

絵

・

危

険

マ

ー

ク 

 

道

路

標

識

・

危

険

マ

ー

ク

の

絵

。

 

 

衝

突

音

。

 

S
#
 

一
〇
●

神

社

・

境

内

（

夕

） 

 
 

バ

イ

ク

の

下

敷

き

に

な

っ

て

い

る

、

新

吉

。

 

 
 

新

吉

の

足

か

ら

血

が

に

じ

ん

で

い

る

。

 
新

吉

、
脱

出

し

よ

う

と

も

が

い

て

い

る

が

、
バ

イ

ク

は

重

く

て

び

く

と

も

し

な

い

。

 

 
 

も

が

き

続

け

る

、

新

吉

。

 

 
 

突

然

、

新

吉

の

肩

を

た

た

く

手

が

現

れ

る

。

 

 
 

新

吉

、

ハ

ッ

と

し

て

見

上

げ

る

。

 

手

に

救

急

箱

を

持

っ

た

ジ

ャ

ン

な

ま

は

げ

(

八

九

)

が

立

っ

て

い

る

。

 

新

吉

、
な

ま

は

げ

の

面

の

老

人

を

恐

が

り

、
逃

げ

よ

う

と

す

る

が

バ

イ

ク

は

び

く

と

も

し

な

い

。

 

 
 

静

か

に

救

急

箱

を

地

面

に

置

く

、

ジ

ャ

ン

。

 

 
 

新

吉

、

逃

げ

よ

う

と

も

が

き

続

け

て

い

る

。

 

ジ

ャ

ン

、
片

手

で

バ

イ

ク

の

ハ

ン

ド

ル

を

持

ち

、
軽

々

と

起

こ

し

上

げ

る

。

 

 
 

バ

イ

ク

を

元

の

位

置

に

戻

す

、

ジ

ャ

ン

。

 

 
 

新

吉

、

信

じ

ら

れ

な

い

顔

で

ジ

ャ

ン

を

見

る

。

 

S
#
 

一
一
●

絵

・

赤

十

字

の

ひ

と 

 
 

赤

十

字

の

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

を

着

た

な

ま

は

げ

の

絵

。

 

 
 

手

に

は

救

急

箱

を

持

っ

て

い

る

。

 

S
#
 

一
二
●

神

社

・

境

内

（

夕

） 

 
 

新

吉

の

傷

つ

い

た

足

に

ガ

ー

ゼ

を

あ

て

る

、

ジ

ャ

ン

。 

 
 

傷

口

が

し

み

る

の

か

痛

そ

う

に

す

る

、

新

吉

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

、

優

し

く

静

か

に

治

療

を

続

け

る

。

 

 
 

救

急

箱

か

ら

包

帯

を

取

り

出

す

。

 

 
 

新

吉

の

足

に

巻

き

は

じ

め

る

。

 

四 



 
 

新

吉

、

そ

の

様

子

を

静

か

に

見

続

け

て

い

る

。

 

 
 

包

帯

を

固

定

す

る

。

 

「

こ

れ

で

Ｏ

Ｋ

」

と

新

吉

の

肩

を

た

た

く

、

ジ

ャ

ン

。

き

ょ

と

ん

と

し

た

ま

ま

動

け

な

い

、

新

吉

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

、

救

急

箱

の

蓋

を

閉

め

る

。

 

 
 

突

然

、

ふ

わ

り

と

消

え

る

、

ジ

ャ

ン

。

 

新

吉

、
驚

い

て

消

え

た

ジ

ャ

ン

を

探

し

て

き

ょ

ろ

き

ょ

ろ

と

見

回

す

が

、

ジ

ャ

ン

の

姿

は

な

い

。

 

  

【

つ

づ

く

】

 

S
#
 

一
三
●

や

ま

だ

や

・

前

（

夜

） 

 
 

空

舞

台

。

 

 
 

や

ま

だ

や

の

看

板

の

電

気

が

消

え

て

い

る

。

 

 
 

商

店

街

の

音

楽

も

な

い

。
 

 
 

犬

の

遠

吠

え

ひ

と

つ

。

 

S
#
 

一
四
●

や

ま

だ

や

・

新

吉

の

部

屋

（

夜

） 

 
 

新

吉

、

幸

せ

そ

う

な

顔

を

し

て

眠

っ

て

い

る

。

 

S
#
 

一
五
●

夢

・

新

吉

の

部

屋

（

夜

） 

 
 

夢

の

ふ

ち

ど

り

画

面

。

 

 
 

眠

っ

て

い

る

、

新

吉

。

 

 
 

窓

外

か

ら

新

吉

の

寝

顔

を

の

ぞ

く

、

ジ

ャ

ン

の

姿

。

 

 
 

気

づ

か

ず

に

眠

り

続

け

る

、

新

吉

。

 

ジ

ャ

ン

、
静

か

に

窓

を

開

け

て

入

っ

て

く

る

。
手

に

は

い

つ

も

の

救

急

箱

。

 

 
 

風

が

吹

き

、

カ

ー

テ

ン

が

揺

る

。

 

ジ

ャ

ン

、
新

吉

の

枕

元

に

座

て

新

吉

の

寝

顔

を

の

ぞ

き

込

む

。

 

 
 

新

吉

、

気

配

に

気

づ

い

て

目

を

覚

ま

す

。

 

ジ

ャ

ン

、
新

吉

の

手

を

つ

か

み

、
そ

の

ま

ま

立

ち

上

が

る

。
新

吉

、
寝

ぼ

け

た

目

を

こ

す

り

な

が

ら

一

緒

に

立

五 



ち

上

が

る

。

 

窓

に

向

か

っ

て

走

り

出

す

、
ジ

ャ

ン

。
新

吉

も

引

っ

張

ら

れ

よ

う

に

走

る

。

 

 
 

窓

か

ら

飛

ぶ

よ

う

に

外

に

出

る

、

ジ

ャ

ン

と

新

吉

。

 

S
#
 

一
六
●

夢

・

夜

空

（

夜

） 

 
 

背

景

の

み

Ｃ

Ｇ

。

人

物

は

コ

マ

撮

り

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

と

手

を

つ

な

い

で

空

を

飛

ぶ

、

新

吉

。

 

 
 

信

じ

ら

れ

な

い

顔

で

街

並

み

を

見

下

ろ

す

、

新

吉

。

 

 
 

新

吉

、

楽

し

そ

う

に

振

り

返

る

。

 

ジ

ャ

ン

の

顔

が

恐

ろ

し

い

な

ま

は

げ

（

ジ

ェ

イ

ソ

ン

）

の

顔

に

変

わ

っ

て

い

る

。

 

 
 

新

吉

、

び

っ

く

り

し

て

手

を

離

す

。

 

 
 

く

る

く

る

と

回

転

し

な

が

ら

落

ち

て

行

く

、

新

吉

。

 

S
#
 

一
七
●

や

ま

だ

や

・

新

吉

の

部

屋

（

朝

） 

 
 

目

覚

ま

し

時

計

の

ベ

ル

が

鳴

っ

て

る

。

 

 
 

母

親

が

新

吉

の

布

団

を

豪

快

に

め

く

り

上

げ

る

。

 

 
 

新

吉

、

寝

ぼ

け

て

「

助

け

て

」

と

母

親

に

抱

き

く

。

 

 
 

母

親

、

新

吉

の

頭

に

空

手

チ

ョ

ッ

プ

。

 

新

吉

、
目

を

覚

ま

し

て

母

親

を

見

る

。
「

あ

あ

。
助

か

っ

た

！

」

と

安

心

す

る

。

 

 
 

母

親

、

目

覚

ま

し

時

計

を

指

し

示

す

。

 

 
 

新

吉

、

時

計

を

見

る

。

 

 
 

七

時

三

五

分

。

 

 
 

新

吉

、

「

遅

刻

だ

！

」

と

慌

て

て

起

き

上

が

る

。

 

S
#
 

一
八
●

道

（

朝

） 

 
 

怪

我

の

足

を

か

ば

い

な

が

ら

走

る

、

新

吉

。

 

 
 

足

が

痛

む

の

か

、

走

る

の

を

や

め

て

歩

き

出

す

。

 

同

時

に

カ

ラ

ス

の

鳴

き

声

。
新

吉

、
見

上

げ

て

カ

ラ

ス

を

探

す

。

 

電

柱

に

と

ま

っ

て

い

る

カ

ラ

ス

が

一

羽

。
く

ち

ば

し

に

空

き

缶

を

く

わ

え

て

い

る

。
新

吉

を

バ

カ

に

し

た

様

子

六 



で

見

下

ろ

し

て

い

る

。

 

 
 

新

吉

、

カ

ラ

ス

に

「

ア

カ

ン

・

ベ

ー

」

を

す

る

。

 

電

柱

の

カ

ラ

ス

、
新

吉

に

向

か

っ

て

く

ち

ば

し

の

空

き

缶

を

落

と

す

。

 

 
 

新

吉

に

向

か

っ

て

落

ち

る

、

空

き

缶

。

 

新

吉

の

頭

を

直

撃

す

る

、
空

き

缶

。
新

吉

、
頭

を

お

さ

え

て

し

ゃ

が

み

込

む

。

 

電

柱

の

カ

ラ

ス

、
「

カ

ー

カ

ー

」
と

鳴

き

な

が

ら
「

ち

く

し

ょ

う

」

と

カ

ラ

ス

を

見

上

げ

て

い

る

、

新

吉

。

 

S
#
 

一
九
●

神

社

・

境

内

（

昼

） 

 
 

本

堂

前

逆

ぬ

け

。

 

 
 

転

が

る

空

き

缶

の

音

。

 

S
#
 

二
〇
●

神

社

・

境

内

（

昼

） 

 
 

頭

に

た

ん

こ

ぶ

の

新

吉

、

本

堂

前

の

階

段

に

座

っ

 

 
 

て

ポ

ケ

ッ

ト

・

ゲ

ー

ム

を

や

っ

て

い

る

。

電

子

音

。

 

 
 

遠

く

で

学

校

の

チ

ャ

イ

ム

が

聞

こ

え

る

。

 

 
 

新

吉

、
ゲ

ー

ム

を

中

断

し

て

鞄

か

ら

筆

箱

を

取

り

出

す

。 

 
 

筆

箱

に

つ

い

て

い

る

安

っ

ぽ

い

時

計

を

見

る

。

 

 
 

「

十

二

時

十

五

分

」

。

 

S
#
 

二
一
●

絵

・

空

っ

ぽ

の

胃

袋 

 
 

空

っ

ぽ

の

胃

袋

の

絵

。

 

 
 

腹

が

「

グ

ー

」

と

な

る

音

。

 

S
#
 

二
二
●

神

社

・

境

内

（

昼

） 

 
 

お

供

え

物

の

ま

ん

じ

ゅ

う

が

見

え

る

。

 

 
 

新

吉

、

じ

っ

と

そ

の

ま

ん

じ

ゅ

う

を

見

て

い

る

。

 

 
 

続

い

て

、

周

囲

を

見

回

す

。

 

 
 

誰

も

い

な

い

。

 

立

ち

上

が

っ

て

忍

び

足

で

ま

ん

じ

ゅ

う

に

近

づ

く

、
新

吉

。

 

 
 

境

内

の

陰

か

ら

新

吉

を

監

視

す

る

よ

う

に

覗

い

て

 

七 



 
 

い

る

、

ジ

ェ

イ

ソ

ン

な

ま

は

げ

(

二

七

)

。

 

 
 

ま

ん

じ

ゅ

う

の

前

で

立

ち

止

ま

る

、

新

吉

。

 

 
 

慎

重

に

手

を

伸

ば

し

て

ま

ん

じ

ゅ

う

を

つ

か

む

。

 

 
 

同

時

に

背

後

か

ら

物

音

が

聞

こ

え

る

。

 

 
 

新

吉

、

び

く

っ

と

し

て

ま

ん

じ

ゅ

う

か

ら

手

を

離

す

。 

S
#
 

二
三
●

絵

・

泥

棒

と

警

官 

 
 

警

察

官

に

逮

捕

さ

れ

る

泥

棒

の

の

絵

。

 

 
 

手

錠

の

音

。

 

S
#
 

二
四
●

神

社

・

境

内

（

昼

） 

 
 

慌

て

て

振

り

向

く

、

新

吉

。

 

 
 

そ

の

背

後

に

救

急

箱

を

持

っ

た

ジ

ャ

ン

が

着

地

す

る

。 

 
 

新

吉

、

び

っ

く

り

し

て

逃

げ

よ

う

と

す

る

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

、

や

さ

し

く

新

吉

を

見

て

い

る

。

 

ジ

ャ

ン

だ

と

わ

か

っ

て

嬉

し

そ

う

に

駆

け

寄

り

、
抱

き

つ

く

、

新

吉

。

 

境

内

の

陰

か

ら

覗

い

て

い

た

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、
逃

げ

る

よ

う

に

消

え

る

。

 

ジ

ャ

ン

、
「

わ

か

っ

た

。
わ

か

っ

た

」
と

う

な

づ

き

な

が

ら

、

や

さ

し

く

新

吉

を

引

き

離

す

。

 

救

急

箱

の

蓋

を

開

け

る

。
中

に

は

大

き

な

お

に

ぎ

り

が

ひ

と

つ

だ

け

入

っ

て

い

る

。

 

ジ

ャ

ン

、
救

急

箱

の

お

に

ぎ

り

を

取

り

出

し

て

新

吉

に

差

し

出

す

。

 

 
 

新

吉

、

「

い

い

の

？

」

と

ジ

ャ

ン

の

顔

を

見

る

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

、

大

き

く

う

な

づ

く

。

 

 
 

新

吉

、

申

し

訳

な

さ

そ

う

に

お

に

ぎ

り

を

受

け

取

る

。 

 
 

ジ

ャ

ン

が

救

急

箱

の

蓋

を

閉

め

る

。

 

 
 

突

然

、

ふ

わ

り

と

消

え

る

、

ジ

ャ

ン

。

 

 
 

「

あ

」

と

新

吉

、

ジ

ャ

ン

を

探

す

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

の

姿

は

も

う

ど

こ

に

も

な

い

。

 

 
 

新

吉

、

ジ

ャ

ン

に

も

ら

っ

た

お

に

ぎ

り

を

見

る

。

 

先

ほ

ど

盗

も

う

と

し

た

供

え

物

の

ま

ん

じ

ゅ

う

を

振

り

返

っ

て

見

る

。

 

八 



 
 

お

に

ぎ

り

を

も

う

一

度

見

る

。

 

 
 

新

吉

、

歩

き

出

し

て

ま

ん

じ

ゅ

う

の

所

へ

行

く

。

 

お

に

ぎ

り

を

ふ

た

つ

に

割

り

、
片

方

を

ま

ん

じ

ゅ

う

の

横

に

供

え

る

。

 

 
 

新

吉

の

お

腹

が

「

グ

ー

」

と

な

る

。

 

 
 

半

分

の

お

に

ぎ

り

を

パ

ク

リ

と

口

に

入

れ

る

。

 

  

【

つ

づ

く

】

 

S
#
 

二
五
●

道

（

朝

） 

 
 

学

校

に

向

か

っ

て

歩

く

、

新

吉

。

 

 
 

カ

ラ

ス

が

鳴

く

。
 

新

吉

、
素

早

く

反

応

し

て

立

ち

止

ま

り

、
上

を

見

上

げ

る

。
電

柱

に

昨

日

の

カ

ラ

ス

が

と

ま

っ

て

い

る

。
カ

ラ

ス

、
新

吉

を

バ

カ

に

す

る

よ

う

に
「

カ

ー

カ

ー

」
と

鳴

く

。

 

新

吉

、

地

面

に

落

ち

て

い

る

小

さ

な

石

を

手

に

取

る

。

そ

の

横

に

は

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

の

石

。
 

新

吉

、
し

ば

し

考

え

た

後

、
小

さ

い

石

を

捨

て

て

大

き

い

方

の

石

を

手

に

取

る

。

 

 
 

体

を

起

こ

し

て

カ

ラ

ス

を

に

ら

む

、

新

吉

。

 

 
 

カ

ラ

ス

は

知

ら

ん

顔

し

て

悠

々

と

電

柱

の

上

に

い

る

。 

新

吉

、
ノ

ー

ワ

イ

ン

ド

ア

ッ

プ

で

大

き

く

振

り

か

ぶ

る

。 

S
#
 

二
六
●

絵

・

野

球

投

手 

 
 

野

球

投

手

の

絵

。

ス

タ

ジ

ア

ム

の

歓

声

。

 

S
#
 

二
七
●

道

（

朝

） 

 
 

新

吉

が

石

を

投

げ

る

。

 

新

吉

の

投

げ

た

石

、
重

す

ぎ

た

の

か

ま

っ

た

く

違

う

方

向

へ

飛

ぶ

。

 

 
 

新

吉

、

「

ま

ず

い

」

と

手

で

目

を

隠

す

。

 

ガ

シ

ャ

ー

ン

と

け

た

た

ま

し

く

ガ

ラ

ス

が

割

れ

る

音

。

九 



新

吉

、

反

射

的

に

逃

げ

よ

う

と

走

り

出

す

。

 

三

歩

走

っ

た

所

で

大

き

な

体

に

ぶ

つ

か

り

、
尻

も

ち

を

つ

く

、

新

吉

。

見

上

げ

る

。

 

 
 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

な

ま

は

げ

が

仁

王

立

ち

し

て

い

る

。

 

S
#
 

二
八
●

絵

・

豚

に

似

た

お

肉

屋

さ

ん 

豚

の

よ

う

に

丸

々

と

太

っ

た

お

肉

屋

さ

ん

が

精

肉

用

の

大

き

な

刃

物

を

持

っ

て

こ

ち

ら

を

見

て

い

る

絵

。

 

 
 

男

性

の

笑

い

声

。

 

S
#
 

二
九
●

道

（

朝

） 

 
 

新

吉

、

逃

げ

よ

う

と

尻

も

ち

の

ま

ま

後

ず

さ

り

す

る

。 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、
背

中

か

ら

太

い

縄

を

出

し

、
新

吉

に

向

か

っ

て

投

げ

る

。

 

 
 

縄

、
蛇

の

よ

う

に

ぐ

る

ぐ

る

と

新

吉

の

体

に

巻

き

つ

く

。 

 
 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、

そ

の

ま

ま

縄

を

手

繰

り

寄

せ

る

。

 

新

吉

、
ク

ル

ク

ル

と

回

転

し

な

が

ら

ジ

ェ

イ

ソ

ン

に

手

繰

り

寄

せ

ら

れ

て

い

く

。

 

 
 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、

新

吉

を

担

ぐ

。

 

高

飛

び

の

助

走

の

よ

う

に

静

か

に

走

り

出

す

、
ジ

ェ

イ

ソ

ン

。

 

 
 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

足

が

地

面

か

ら

離

れ

行

く

。

 

 
 

空

飛

ぶ

ジ

ェ

イ

ソ

ン

と

新

吉

。

 

S
#
 

三
〇
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

全

景

（

夕

） 

 
 

フ

ル

Ｃ

Ｇ

。

 

 
 

上

空

か

ら

見

た

な

ま

は

げ

の

穴

。

 

 
 

遊

園

地

の

よ

う

な

地

獄

。

 

ジ

ェ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

の

よ

う

な

も

の

や

パ

ビ

リ

オ

ン

の

よ

う

な

建

物

が

見

え

る

。

 

 
 

巨

大

な

夕

陽

。

 

 
 

不

気

味

な

風

の

音

。

 

S
#
 

三
一
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

上

空

（

夕

） 

一
〇 



 
 

背

景

の

み

Ｃ

Ｇ

。

 

 
 

空

飛

ぶ

ジ

ェ

イ

ソ

ン

と

新

吉

。

 

 
 

な

ま

は

げ

の

穴

に

向

か

っ

て

高

度

を

下

げ

る

。

 

 
 

降

り

て

く

る

、

ジ

ェ

イ

ソ

ン

と

新

吉

。

 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、
担

い

で

い

た

縄

を

解

き

、
新

吉

を

落

と

す

。

 

 
 

新

吉

、

く

る

く

る

と

回

転

し

な

が

ら

落

ち

て

行

く

。

 

S
#
 

三
二
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

全

景

（

夕

） 

 
 

背

景

Ｃ

Ｇ

（

一

部

フ

ル

Ｃ

Ｇ

）

。

 

 
 

全

景

。

落

ち

て

く

る

、

新

吉

。

 

な

ま

は

げ

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

（

の

よ

う

な

も

の

）

が

走

っ

て

い

る

。
ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

の

タ

イ

ヤ

に

な

ま

は

げ

の

面

が

貼

り

付

い

て

い

る

。

 

悲

鳴

を

上

げ

な

が

ら

回

転

す

る

タ

イ

ヤ

の

な

ま

は

げ

た

ち

。

 

新

吉

、
そ

の

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

ー

タ

ー

の

最

前

列

座

席

に

す

っ

ぽ

り

と

着

地

す

る

。

 

ほ

ぼ

直

角

に

上

り

は

じ

め

る

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

ー

タ

ー

。

“

カ

チ

カ

チ

カ

チ

”

と

ギ

ア

の

金

属

音

。

 

 
 

新

吉

、

訳

が

分

か

ら

ず

お

ろ

お

ろ

と

し

て

い

る

。

 

 
 

ス

ピ

ー

カ

ー

か

ら

フ

ァ

ン

フ

ァ

ー

レ

の

音

。

 

同

時

に

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

脇

に

あ

る

巨

大

モ

ニ

タ

ー

が

立

ち

上

が

る

。

 

S
#
 

三
三
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

モ

ニ

タ

ー

（

夕

） 

モ

ニ

タ

ー

に

映

し

出

さ

れ

る

、
な

ま

は

げ

Ｘ

の

顔
（

Ｃ

Ｇ

）
。
じ

っ

と

こ

ち

ら

を

睨

む

、
な

ま

は

げ

Ｘ

。
ラ

イ

オ

ン

の

よ

う

に

吼

え

る

。

 

S
#
 

三
四
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

全

景

（

夕

） 

新

吉

、
ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

に

揺

ら

れ

な

が

ら

モ

ニ

タ

ー

を

見

る

。

上

り

続

け

る

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

、

ほ

ぼ

頂

上

に

到

着

。

 一
一 



S
#
 

三
五
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

モ

ニ

タ

ー

（

夕

） 

モ

ニ

タ

ー

の

な

ま

は

げ

Ｘ

、
手

元

の

キ

ー

ボ

ー

ド

を

カ

チ

カ

チ

と

打

つ

。

 

画

面

が

変

わ

り

バ

ー

コ

ー

ド

と
「

９

９

９

９

９

」
の

文

字

。

 

S
#
 

三
六
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

全

景

（

夕

） 
ド

ン

と

い

う

大

き

な

音

と

共

に

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

が

頂

上

か

ら

急

降

下

を

開

始

す

る

。

 

ス

ピ

ー

ド

が

上

が

っ

て

行

く

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

。

新

吉

、
ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

か

ら

振

り

落

と

さ

れ

る

。 

 
 

落

ち

て

い

く

、

新

吉

。

 

S
#
 

三
七
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

地

上

（

夕

） 

地

上

に

立

っ

て

上

を

見

上

げ

て

い

る

、
警

備

員

の

ホ

セ

な

ま

は

げ

(

二

七

)

。

 

落

ち

て

く

る

、
新

吉

。
落

ち

な

が

ら

新

吉

の

体

が

光

り

、

赤

ん

坊

に

変

身

す

る

。

 

 
 

地

上

に

落

ち

て

く

る

、

赤

ん

坊

新

吉

。

 

 
 

ホ

セ

、

赤

ん

坊

新

吉

を

キ

ャ

ッ

チ

す

る

。

 

 
 

同

時

に

大

慌

て

で

走

り

出

す

。

 

S
#
 

三
八
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

医

療

室

（

夕

） 

赤

ん

坊

新

吉

を

抱

い

て

走

っ

て

入

っ

て

く

る

、

ホ

セ

。

そ

の

ま

ま

ベ

ッ

ド

へ

走

り

、

赤

ん

坊

新

吉

を

置

き

、

「

お

願

い

し

ま

す

」

と

お

辞

儀

す

る

。

 

デ

ス

ク

前

に

座

っ

て

い

た

白

衣

姿

の

ア

ド

ル

フ

な

ま

は

げ

(

四

九

)

が

ゆ

っ

く

り

と

立

ち

上

が

る

。

 

ホ

セ

、
「

あ

と

は

よ

ろ

し

く

」
と

敬

礼

し

て

走

っ

て

出

て

行

く

。

 

ベ

ッ

ド

へ

移

動

す

る

、
ア

ド

ル

フ

。
手

に

バ

ー

コ

ー

ド

と
「

９

９

９

９

９

」
と

印

刷

さ

れ

た

イ

ン

レ

タ

の

よ

う

な

シ

ー

ト

を

持

っ

て

い

る

。

 

一
二 



ア

ド

ル

フ

、
赤

ん

坊

じ

ょ

う

じ

を

の

ぞ

き

込

み

、
赤

ん

坊

新

吉

の

胸

に

イ

ン

レ

タ

を

の

せ

る

。

 

続

い

て

医

療

台

の

上

に

あ

る

ロ

ー

ラ

の

よ

う

な

も

を

手

に

取

る

。

 

赤

ん

坊

新

吉

の

胸

に

ロ

ー

ラ

を

の

せ

、
コ

ロ

コ

ロ

と

や

る

。
赤

ん

坊

新

吉

、
く

す

ぐ

っ

た

い

の

か

手

足

を

バ

タ

バ

タ

や

る

。

 

ア

ド

ル

フ

、
イ

ン

レ

タ

シ

ー

ト

を

外

す

。
赤

ん

坊

新

吉

の

胸

に

入

れ

墨

の

よ

う

に

貼

り

付

い

た

、
バ

ー

コ

ー

ド

と

「

９

９

９

９

９

」

。

 

ア

ド

ル

フ

、
医

療

台

に

あ

る

じ

ょ

う

じ

の

お

面

と
「

ぼ

ん

ど

」

と

印

刷

さ

れ

た

チ

ュ

ー

ブ

を

手

に

 

 
 

取

る

。

面

裏

に

ボ

ン

ド

を

た

っ

ぷ

り

と

ぬ

る

。

 

 
 

ア

ド

ル

フ

、

赤

ん

坊

新

吉

の

顔

に

お

面

を

か

ぶ

せ

る

。 

 
 

全

体

重

を

か

け

て

思

い

っ

き

り

押

し

つ

け

る

。

 

 
 

赤

ん

坊

新

吉

、
今

度

は

苦

し

そ

う

に

手

足

を

バ

タ

バ

タ

。 

 
 

赤

ん

坊

新

吉

の

顔

の

皮

膚

に

め

り

込

む

、

お

面

。

 

 
 

少

し

は

み

出

て

い

る

、

ボ

ン

ド

。
 

 
 

ア

ド

ル

フ

、

赤

ん

坊

新

吉

の

首

に

木

製

の

ネ

ー

ム

 

 
 

プ

レ

ー

ト

「

じ

ょ

う

じ

な

ま

は

げ

」

を

か

け

る

。

 

  
【

つ

づ

く

】

 

S
#
 

三
九
●

絵

・

そ

れ

か

ら

三

年 

 
 

①

仰

向

け

の

赤

ん

坊

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

②

ひ

ざ

を

つ

い

て

歩

く

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

③

よ

ち

よ

ち

あ

る

き

の

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

三

つ

の

絵

が

矢

印

で

表

示

さ

れ

て

い

る

。

 

 
 

そ

の

下

に

サ

イ

コ

ロ

の

３

の

絵

。

 

S
#
 

四
〇
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

独

房

前

（

朝

） 

 
 

フ

ル

Ｃ

Ｇ

。

 

 
 

朝

の

チ

ャ

イ

ム

。

 

 
 

近

未

来

風

の

建

物

が

見

え

る

。

誰

も

い

な

い

。

 

一
三 



建

物

の

横

に

一

本

の

巨

大

な

木

。
木

は

複

雑

に

ね

じ

れ

、

生

き

物

の

よ

う

な

形

を

し

て

い

る

。

 

そ

の

木

に

た

く

さ

ん

の

な

ま

は

げ

の

面

が

貼

り

付

い

て

い

る

。
な

ま

は

げ

た

ち

、
皆

苦

し

そ

う

に

口

を

少

し

開

け

た

状

態

で

目

を

閉

じ

て

い

る

。

 

S
#
 

四
一
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

独

房

廊

下

（

朝

） 

細

長

い

独

房

前

の

直

線

廊

下

を

歩

く

、
看

守

の

ホ

セ

な

ま

は

げ

。

ホ

セ

の

足

音

が

反

響

す

る

。

 

S
#
 

四
二
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

朝

） 

子

供

部

屋

の

よ

う

な

独

房

。
壁

は

花

の

絵

、
の

り

も

の

の

絵

、

動

物

の

絵

で

囲

ま

れ

て

い

る

。

 

 
 

全

体

的

に

明

る

い

ト

ー

ン

の

ペ

イ

ン

ト

。

洋

間

。

 

 
 

窓

に

は

鉄

格

子

。

入

口

は

鉄

の

ド

ア

。

ベ

ッ

ド

。

 

 
 

簡

易

洗

面

所

。

 

な

ま

は

げ

幼

児

用

学

習

机

の

前

に

座

っ

て

学

習

す

る

、

じ

ょ

う

じ

な

ま

は

げ
（

三

）
。
机

に

は

お

や

つ

の

ビ

ス

ケ

ッ

ト

と

ミ

ル

ク

コ

ッ

プ

。

 

な

ま

は

げ

幼

児

用

学

習

机

。
机

の

正

面

に

は

液

晶

二

一

イ

ン

チ

モ

ニ

タ

ー

。
机

に

は

な

ま

は

げ

の

形

を

デ

ザ

イ

ン

し

た

キ

ー

ボ

ー

ド

。
ひ

と

つ

ひ

と

つ

の

キ

ー

は

大

き

め

に

設

計

さ

れ

て

い

る

。

 

 
 

画

面

に

現

れ

る

問

題

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

の

手

に

は

ペ

ン

入

力

用

の

ペ

ン

。

 

 
 

問

題

出

題

の

キ

ッ

カ

ケ

音

。

 

S
#
 

四
三
●

絵

（

モ

ニ

タ

ー

）
・

問

題

１ 

 
 

【

ど

こ

が

ち

が

う

か

な

？

】

 

草

原

の

図

。

後

ろ

に

馬

さ

ん

。

手

前

に

う

さ

ぎ

さ

ん

。

う

さ

ぎ

さ

ん

に

草

を

あ

げ

よ

う

と

し

て

い

る

な

ま

は

げ

の

少

年

の

絵

が

左

右

に

二

つ

表

示

さ

れ

る

。
間

違

い

探

し

。

 

 
 

時

計

の

秒

針

音

。

 

一
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S
#
 

四
四
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

朝

） 

秒

針

の

音

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

素

早

く

そ

の

部

分

に

ペ

ン

を

あ

て

る

。

 

 
 

「

ピ

ン

ポ

ー

ン

」

と

正

解

音

。

 

S
#
 

四
五
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

独

房

廊

下

（

朝

） 

 
 

歩

い

て

く

る

、

ホ

セ

。

 

 
 

立

ち

止

ま

っ

て

小

窓

か

ら

室

内

を

の

ぞ

く

。

 

S
#
 

四
六
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

朝

） 

 
 

小

窓

か

ら

覗

く

ホ

セ

の

顔

が

見

え

る

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

学

習

を

続

け

て

い

る

。

 

 
 

問

題

出

題

の

キ

ッ

カ

ケ

音

。

 

S
#
 

四
七
●

絵

（

モ

ニ

タ

ー

）
・

問

題

２ 

 
 

【

お

な

じ

な

ま

は

げ

は

ど

れ

と

ど

れ

か

な

？

】

 

 
 

面

の

色

が

違

う

な

ま

は

げ

が

八

人

。
 

秒

針

の

音

。

 

S
#
 

四
八
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

朝

） 

 
 

秒

針

の

音

。

 

じ

ょ

う

じ

、

素

早

く

ペ

ン

で

同

じ

グ

ル

ー

プ

を

選

ぶ

。

正

解

音

。

 

 
 

小

窓

か

ら

覗

く

、

ホ

セ

「

よ

し

よ

し

」

と

頷

く

。

 

S
#
 

四
九
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

独

房

廊

下

（

朝

） 

 

ホ

セ

、

う

な

づ

き

な

が

ら

小

窓

か

ら

離

れ

て

歩

き

出

す

。

 

S
#
 

五
〇
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

朝

） 

 
 

問

題

出

題

の

キ

ッ

カ

ケ

音

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

モ

ニ

タ

ー

か

ら

目

を

離

し

て

振

り

向

く

。 

一
五 



 
 

鉄

格

子

の

窓

か

ら

こ

ち

ら

を

見

て

い

る

、

カ

ラ

ス

。

 

S
#
 

五
一
●

絵

（

モ

ニ

タ

ー

）
・

問

題

３ 

 
 

【

な

ま

は

げ

の

て

き

は

ど

れ

か

な

？

】

 

S
#
 

五
二
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

朝

） 

 
 

秒

針

の

音

。

 

 
 

窓

辺

に

立

っ

て

首

を

傾

げ

る

、

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

カ

ラ

ス

が

訴

え

る

よ

う

に

「

カ

ー

」

と

鳴

く

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

う

な

づ

い

て

机

に

戻

る

。

 

S
#
 

五
三
●

絵

（

モ

ニ

タ

ー

）
・

問

題

３ 

 
 

【

な

ま

は

げ

の

て

き

は

ど

れ

か

な

？

】

 

S
#
 

五
四
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

朝

） 

じ

ょ

う

じ

、
お

や

つ

の

ビ

ス

ケ

ッ

ト

を

持

っ

て

戻

っ

て

く

る

。

 

 
 

カ

ラ

ス

、

嬉

し

そ

う

に

羽

を

バ

ダ

バ

タ

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

カ

ラ

ス

に

ビ

ス

ケ

ッ

ト

を

差

し

出

す

。

 

S
#
 

五
五
●

絵

（

モ

ニ

タ

ー

）
・

問

題

３ 

 
 

【

な

ま

は

げ

の

て

き

は

ど

れ

か

な

？

】

 

 
 

タ

イ

ム

オ

ー

バ

ー

の

不

正

解

音

。

 

S
#
 

五
六
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

朝

） 

 
 

突

然

、

非

常

ベ

ル

が

鳴

り

始

め

る

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

驚

い

て

振

り

向

く

。

 

 
 

カ

ラ

ス

、
ビ

ス

ケ

ッ

ト

を

口

に

く

わ

え

て

飛

ん

で

行

く

。 

S
#
 

五
七
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

独

房

廊

下

（

朝

） 

 
 

非

常

ベ

ル

の

音

が

廊

下

に

鳴

り

響

い

て

い

る

。

 

緊

急

事

態

な

の

か

廊

下

の

壁

に

取

り

付

け

ら

れ

た

赤

一
六 



い

ラ

ン

プ

が

点

滅

し

て

い

る

。

 

ホ

セ

、
あ

わ

て

た

様

子

で

振

り

向

き

、
逆

方

向

へ

走

り

出

す

。

 

S
#
 

五
八
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

全

景

（

朝

） 

 
 

な

ま

は

げ

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

が

走

っ

て

い

る

。

 

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

の

タ

イ

ヤ

に

な

ま

は

げ

の

面

が

貼

り

付

い

て

い

る

。
悲

鳴

を

上

げ

な

が

ら

回

転

す

る

タ

イ

ヤ

の

な

ま

は

げ

た

ち

。

 

S
#
 

五
九
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

医

療

室

（

朝

） 

白

衣

姿

の

ア

ド

ル

フ

な

ま

は

げ

が

背

中

を

向

け

て

座

っ

て

い

る

。
ア

ド

ル

フ

の

机

に

あ

る

非

常

ラ

ン

プ

が

点

滅

し

て

い

る

。

 

じ

ょ

う

じ

の

首

を

持

ち

、
ホ

セ

が

走

っ

て

入

っ

て

く

る

。 

 
 

振

り

向

く

、

ア

ド

ル

フ

。

 

ホ

セ

、

じ

ょ

う

じ

を

無

造

作

に

ベ

ッ

ド

の

上

に

置

き

、

「

お

願

い

し

ま

す

」

と

一

礼

す

る

。
 

 
 

ア

ド

ル

フ

、

立

ち

上

が

っ

て

ベ

ッ

ド

へ

移

動

す

る

。

 

ホ

セ

、
「

あ

と

は

よ

ろ

し

く

」
と

敬

礼

し

て

小

走

り

に

出

て

行

く

。

 

ア

ド

ル

フ

、
医

療

台

に

あ

る

イ

ン

レ

タ

の

よ

う

な
「

×
」

マ

ー

ク

を

手

に

取

る

。

 

ア

ド

ル

フ

、
片

手

で

じ

ょ

う

じ

の

体

を

ひ

っ

く

り

返

し

て

背

中

を

見

せ

る

。

 

 
 

イ

ン

レ

タ

を

背

中

に

の

せ

る

。

 

医

療

台

の

ア

イ

ロ

ン

を

取

り

、
じ

ょ

う

じ

の

背

中

に

当

て

る

。

湯

気

（

Ｃ

Ｇ

）

。

 

じ

ょ

う

じ

、
痛

そ

う

に

手

足

を

バ

タ

バ

タ

と

や

っ

た

後

、

気

絶

す

る

。

 

 
 

ア

ド

ル

フ

、

イ

ン

レ

タ

の

シ

ー

ト

を

外

す

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

の

背

中

に

大

き

な

「

×
」

マ

ー

ク

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

気

絶

し

た

ま

ま

動

か

な

い

。

 

  

一
七 



【

つ

づ

く

】

 

S
#
 

六
〇
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

夜

） 

 
 

月

明

か

り

の

室

内

。

 

ベ

ッ

ド

で

死

ん

だ

よ

う

に

う

つ

伏

せ

で

眠

っ

て

い

る

、

じ

ょ

う

じ

。

背

中

に

は

「

×
」

マ

ー

ク

。

 

 
 

鍵

を

開

け

る

音

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

眠

り

続

け

て

い

る

。

 
鉄

の

ド

ア

を

開

け

て

入

っ

て

く

る

、
老

人

な

ま

は

静

か

に

近

づ

き

、

じ

ょ

う

じ

の

枕

元

へ

移

動

す

る

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

、

救

急

箱

か

ら

ガ

ー

ゼ

を

取

り

出

す

。

 

 
 

ガ

ー

ゼ

に

薬

を

染

み

込

ま

せ

る

。

 

眠

り

続

け

る

じ

ょ

う

じ

の

背

中

に

ガ

ー

ゼ

を

当

て

て

や

さ

し

く

治

療

す

る

。
 

ジ

ャ

ン

が

ガ

ー

ゼ

で

背

中

を

拭

く

と

×
マ

ー

ク

が

消

え

て

行

く

。

完

全

に

消

え

る

「

×
」

マ

ー

ク

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

、

じ

ょ

う

じ

の

頭

を

や

さ

し

く

撫

で

る

。

 

 
 

眠

り

続

け

る

、

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

救

急

箱

を

閉

め

る

、

ジ

ャ

ン

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

、

立

ち

上

が

っ

て

出

て

行

く

。
 

 
 

じ

ょ

う

じ

は

眠

り

続

け

た

ま

ま

。

 

 
 

入

口

の

鉄

の

ド

ア

が

開

い

た

ま

ま

に

な

っ

て

い

る

。

 

S
#
 

六
一
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

じ

ょ

う

じ

の

独

房

（

朝

） 

 
 

朝

の

チ

ャ

イ

ム

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

目

を

覚

ま

す

。

 

 
 

ベ

ッ

ド

か

ら

離

れ

、

洗

面

台

へ

移

動

す

る

。

 

 
 

コ

ッ

プ

に

入

っ

た

歯

ブ

ラ

シ

を

手

に

取

る

。

 

 
 

「

あ

れ

？

」

と

振

り

向

く

。

 

 
 

開

い

た

ま

ま

の

鉄

の

ド

ア

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、
歯

ブ

ラ

シ

を

置

き

、
入

口

へ

歩

い

て

い

く

。 

S
#
 

六
二
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

独

房

廊

下

（

朝

） 

 
 

じ

ょ

う

じ

が

首

傾

げ

な

が

ら

独

房

か

ら

出

で

く

る

。

 

一
八 



誰

も

い

な

い

廊

下

。
朝

の

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

り

続

け

て

い

る

。

 

 
 

ト

コ

ト

コ

と

歩

き

出

す

、

じ

ょ

う

じ

。

 

S
#
 

六
三
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

独

房

前

（

朝

） 

 
 

朝

の

チ

ャ

イ

ム

。

 

 
 

近

未

来

風

の

建

物

が

見

え

る

。

誰

も

い

な

い

。

 

建

物

の

横

に

一

本

の

巨

大

な

木

。
木

は

複

雑

に

ね

じ

れ

、

生

き

物

の

よ

う

な

形

を

し

て

い

る

。

 

そ

の

木

に

た

く

さ

ん

の

な

ま

は

げ

の

面

が

貼

り

付

い

て

い

る

。
な

ま

は

げ

た

ち

、
皆

苦

し

そ

う

に

口

を

少

し

開

け

た

状

態

で

目

を

閉

じ

て

い

る

。

 

と

こ

と

こ

と

歩

い

て

く

る

、
じ

ょ

う

じ

。
立

ち

止

ま

っ

て

巨

大

な

木

を

見

上

げ

る

。

 

 
 

巨

大

な

木

の

面

た

ち

の

苦

し

そ

う

な

顔

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

巨

大

な

木

に

近

づ

く

。

 

す

る

と

木

か

ら

手

が

伸

び

は

じ

め

、
そ

の

手

が

じ

ょ

う

じ

持

ち

上

げ

る

。

 

 
 

驚

く

、

じ

ょ

う

じ

。

 

手

は

じ

ょ

う

じ

を

上

に

上

げ

る

。

続

い

て

別

の

手

 

が

伸

び

て

現

れ

、

じ

ょ

う

じ

を

受

け

取

る

。
 

S
#
 

六
四
●

絵

・

ジ

ャ

ッ

ク

と

豆

の

木 

 
 

ジ

ャ

ッ

ク

と

豆

の

木

の

絵

。

 

S
#
 

六
五
●

木

と

空

（

朝

） 

次

々

に

現

れ

る

手

に

よ

っ

て

ど

ん

ど

ん

上

へ

行

く

、
じ

ょ

う

じ

。

 

木

は

空

高

く

伸

び

、

最

後

の

手

が

じ

ょ

う

じ

を

受

 

け

取

る

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

下

を

見

て

怖

が

る

。

 

 
 

最

後

の

手

、

じ

ょ

う

じ

を

空

へ

投

げ

る

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

放

物

線

を

描

い

て

落

ち

て

い

く

。

 

一
九 



S
#
 

六
六
●

空

（

朝

） 

落

ち

て

い

く

、

じ

ょ

う

じ

。

 

じ

ょ

う

じ

、
鳥

の

よ

う

に

手

足

を

バ

タ

バ

タ

や

る

が

あ

ま

り

効

果

な

く

、

そ

の

ま

ま

落

ち

続

け

る

。

 

S
#
 

六
七
●

や

ま

だ

や

・

前

（

朝

） 

 
 

安

い

ス

ピ

ー

カ

ー

か

ら

流

れ

る

「

寺

内

タ

ケ

シ

」

風

。 

 
 

父

親

が

店

の

の

れ

ん

を

出

し

て

い

る

。

 

 
 

そ

こ

へ

落

ち

て

く

る

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

父

親

、

驚

い

て

振

り

向

く

。

 

 
 

ゴ

ム

ボ

ー

ル

の

よ

う

に

バ

ウ

ン

ド

す

る

、

じ

ょ

う

じ

。 

S
#
 

六
八
●

絵

・

宇

宙

人 

小

さ

な

宇

宙

人

が

両

手

を

上

げ

て

人

間

と

記

念

撮

影

し

て

い

る

絵

。

 

S
#
 

六
九
●

や

ま

だ

や

・

前

（

朝

） 

 
 

父

親

、

逃

げ

腰

で

じ

ょ

う

じ

を

見

て

い

る

。

 

じ

ょ

う

じ

、
立

ち

上

が

り

、
少

し

開

い

て

い

る

入

口

ド

ア

か

ら

当

然

の

よ

う

に

中

に

入

っ

て

行

く

。

 

 
 

「

お

い

お

い

」

と

父

親

、

あ

わ

て

追

い

か

け

る

。
 

S
#
 

七
〇
●

や

ま

だ

や

・

店

（

朝

） 

 
 

テ

ク

テ

ク

と

入

っ

て

く

る

、

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

そ

の

ま

ま

進

み

、

二

階

方

向

へ

移

動

す

る

。

 

父

親

、
出

前

の

箱

を

テ

ー

ブ

ル

に

置

き

、
「

冗

談

じ

ゃ

な

い

」

と

あ

わ

て

て

後

を

追

う

。

 

厨

房

で

洗

い

物

し

て

い

た

母

親

も

何

事

か

と

厨

房

か

ら

出

て

く

る

。

 

S
#
 

七
一
●

や

ま

だ

や

・

新

吉

の

部

屋

（

朝

） 

 
 

室

内

は

新

吉

が

い

た

頃

の

ま

ま

。

 

二
〇 



 
 

仏

壇

。

そ

こ

に

は

新

吉

の

写

真

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

が

入

っ

て

く

る

。

 

仏

壇

の

前

で

立

ち

止

ま

る

。

 

S
#
 

七
二
●

や

ま

だ

や

・

新

吉

の

部

屋

（

夕

） 

 
 

「

§
四

」

の

切

り

出

し

。

三

秒

程

度

。

 

 
 

布

団

の

上

で

ポ

ケ

ッ

ト

ゲ

ー

ム

を

や

っ

て

い

る

、

 

 
 

新

吉

。

電

子

音

。

 

S
#
 

七
三
●

や

ま

だ

や

・

新

吉

の

部

屋

（

朝

） 

 
 

首

を

傾

げ

る

、

じ

ょ

う

じ

。

 

ど

た

ど

た

と

慌

て

て

階

段

を

か

け

の

ぼ

る

音

に

続

き

、

父

親

が

入

っ

て

く

る

。

 

 
 

振

り

向

く

、

じ

ょ

う

じ

。

 

父

親

、
乱

暴

に

じ

ょ

う

じ

の

首

を

摘

み

上

げ

、
そ

の

ま

ま

部

屋

の

窓

へ

移

動

し

て

窓

を

開

け

る

。

 

 
 

窓

か

ら

じ

ょ

う

じ

を

投

げ

捨

て

る

。

 

S
#
 

七
四
●

や

ま

だ

や

・

前

（

朝

） 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

二

階

か

ら

落

ち

て

く

る

。

 

地

面

に

お

し

り

か

ら

着

地

す

る

。
バ

ウ

ン

ド

す

る

、
じ

ょ

う

じ

。

 

S
#
 

七
五
●

や

ま

だ

や

・

店

（

朝

） 

 
 

父

親

、

「

塩

！

塩

！

」

と

母

親

に

告

げ

る

。

 

 
 

厨

房

に

走

っ

て

塩

の

ビ

ニ

ー

ル

袋

を

取

り

出

す

、
母

親

。 

S
#
 

七
六
●

や

ま

だ

や

・

前

（

朝

） 

じ

ょ

う

じ

、

お

尻

を

痛

そ

う

に

撫

で

て

い

る

。

 
 

入

口

ド

ア

が

乱

暴

に

開

き

、
父

親

が

塩

の

袋

ご

と

じ

ょ

う

じ

に

向

か

っ

て

投

げ

つ

け

る

。

 

 
 

投

げ

た

塩

の

袋

、

じ

ょ

う

じ

の

顔

面

に

命

中

す

る

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

後

頭

部

か

ら

倒

れ

て

気

絶

す

る

。

 

二
一 



「

ざ

ま

あ

見

ろ

！

」
と

意

地

悪

そ

う

に

見

た

後

、
ド

ア

を

ピ

シ

ャ

ン

と

閉

め

る

、

父

親

。

 

 
 

口

を

開

け

た

ま

ま

気

絶

し

て

い

る

、

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

カ

ラ

ス

が

じ

ょ

う

じ

の

腹

の

上

に

降

り

て

く

る

。

 

カ

ラ

ス

、
く

ち

ば

し

に

は

さ

ん

だ

氷

を

じ

ょ

う

じ

の

口

に

コ

ロ

ン

と

入

れ

る

。

 

 
 

「

冷

た

い

！

」

と

目

を

覚

ま

す

、

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

カ

ラ

ス

、

「

カ

ー

」

と

鳴

く

。

 
じ

ょ

う

じ

、
立

ち

上

が

る

。
カ

ラ

ス

は

じ

ょ

う

じ

の

頭

の

上

に

ひ

ょ

い

と

の

る

。

 

カ

ラ

ス

を

頭

に

の

せ

た

ま

ま

歩

き

出

す

、

ジ

ョ

ー

ジ

。

カ

ラ

ス

も

う

一

度

「

カ

ー

」

と

鳴

く

。

 

  

【

つ

づ

く

】

 

S
#
 

七
七
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

全

景

（

朝

） 

 
 

な

ま

は

げ

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

が

走

っ

て

い

る

。

 

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

の

タ

イ

ヤ

に

な

ま

は

げ

の

面

が

貼

り

付

い

て

い

る

。
悲

鳴

を

上

げ

な

が

ら

回

転

す

る

タ

イ

ヤ

の

な

ま

は

げ

た

ち

。

 

S
#
 

七
八
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

モ

ニ

タ

ー

（

朝

） 

フ

ァ

ン

フ

ァ

ー

レ

と

共

に

立

ち

上

が

る

巨

大

な

モ

ニ

タ

ー

。

な

ま

は

げ

Ｘ

の

顔

が

現

れ

る

。

 

な

ま

は

げ

Ｘ

、
怒

っ

て

い

る

。
ラ

イ

オ

ン

の

よ

う

に

吼

え

る

。

 

S
#
 

七
九
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

全

景

（

朝

） 

 
 

サ

イ

レ

ン

が

鳴

り

続

け

る

。

 

 
 

な

ま

は

げ

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

が

急

停

車

す

る

。

 

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

に

貼

り

付

い

た

面

た

ち

、
悲

鳴

を

上

げ

る

の

を

止

め

る

。

 

二
二 



S
#
 

八
〇
●

な

ま

は

げ

の

穴

・

モ

ニ

タ

ー

（

朝

） 

な

ま

は

げ

Ｘ

、
キ

ー

ボ

ー

ド

に

向

か

っ

て

な

に

や

ら

入

力

す

る

。

 

「

ド

ー

ン

」
と

い

う

大

き

な

音

と

共

に

画

面

に

現

れ

る

、

映

像

。

 

 
 

カ

ラ

ス

を

頭

に

の

せ

て

歩

く

、

じ

ょ

う

じ

の

姿

。

 

S
#
 

八
一
●

道

（

昼

） 

 
 

カ

ラ

ス

を

頭

に

の

せ

た

じ

ょ

う

じ

が

歩

い

て

行

く

。

 

 
 

カ

ラ

ス

、

羽

を

バ

タ

バ

タ

や

る

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

「

？

」

と

カ

ラ

ス

を

見

上

げ

る

。

 

 
 

カ

ラ

ス

、

「

カ

ー

カ

ー

」

と

何

か

言

っ

て

い

る

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

空

を

見

上

げ

る

。

 

S
#
 

八
二
●

空

（

昼

） 

空

飛

ぶ

ジ

ェ

イ

ソ

ン

が

じ

ょ

う

じ

の

上

空

で

旋

回

し

て

い

る

。

 

S
#
 

八
三
●

道

（

昼

） 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

「

あ

！

」

と

走

り

出

す

。

 

カ

ラ

ス

、
頭

か

ら

離

れ

て

じ

ょ

う

じ

を

誘

導

す

る

よ

う

に

先

を

飛

ぶ

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

カ

ラ

ス

の

後

を

必

死

に

走

る

。

 

S
#
 

八
四
●

神

社

・

境

内

（

昼

） 

カ

ラ

ス

に

誘

導

さ

れ

る

よ

う

に

境

内

に

入

っ

て

来

る

、

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

走

り

な

が

ら

空

を

見

上

げ

る

、

じ

ょ

う

じ

。

 

S
#
 

八
五
●

空

（

昼

） 

 
 

空

飛

ぶ

ジ

ェ

ソ

ン

が

猛

ス

ピ

ー

ド

で

降

り

て

く

る

。

 

二
三 



S
#
 

八
六
●

神

社

・

境

内

（

昼

） 

カ

ラ

ス

、
な

に

を

思

っ

た

か

ジ

ェ

イ

ソ

ン

に

向

か

っ

て

飛

ん

で

行

く

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

「

だ

め

だ

め

！

」

と

手

で

や

る

。

 

S
#
 

八
七
●

空

（

昼

） 

 
 

空

飛

ぶ

ジ

ェ

イ

ソ

ン

が

猛

ス

ピ

ー

ド

で

降

り

て

く

る

。 

 
 

カ

ラ

ス

が

ジ

ェ

イ

ソ

ン

め

が

け

て

突

進

し

て

行

く

。

 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、
背

中

か

ら

太

い

縄

を

取

り

出

し

て

カ

ラ

ス

に

向

か

っ

て

投

げ

る

。

 

縄

、
蛇

の

よ

う

に

カ

ラ

ス

に

巻

き

付

き

、
締

め

付

け

る

。

カ

ラ

ス

、

苦

し

そ

う

に

首

を

動

か

す

。

 

S
#
 

八
八
●

神

社

・

境

内

（

昼

） 

 
 

心

配

そ

う

に

見

上

げ

て

い

る

、

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

カ

ラ

ス

が

地

面

に

ド

サ

リ

と

落

く

る

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

カ

ラ

ス

の

元

へ

走

る

。
 

 
 

カ

ラ

ス

、

死

ん

で

い

る

よ

う

で

動

か

な

い

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

ひ

ざ

ま

づ

い

て

カ

ラ

ス

を

の

ぞ

き

込

む

。 

 
 

そ

の

背

後

に

着

地

す

る

、

ジ

ェ

イ

ソ

ン

。

 

 
 

ハ

ッ

と

し

て

振

り

向

く

、

じ

ょ

う

じ

。

 

 
 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、

縄

を

じ

ょ

う

じ

に

投

げ

よ

う

と

す

る

。 

次

の

瞬

間

、
ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

縄

を

何

者

の

か

の

杖

が

は

ら

う

。

 

 
 

飛

ば

さ

れ

て

転

が

る

ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

縄

。

 

 
 

振

り

向

く

、

ジ

ェ

イ

ソ

ン

。

 

 
 

後

ろ

に

立

っ

て

い

る

の

は

ジ

ャ

ン

。

 

 
 

睨

み

合

う

、

ジ

ャ

ン

と

ジ

ェ

イ

ソ

ン

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

祈

る

よ

う

に

ジ

ャ

ン

を

見

つ

め

て

い

る

。 

 
 

ジ

ャ

ン

、

ゆ

っ

く

り

と

救

急

箱

を

地

面

に

置

く

。

 

 
 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、

警

戒

し

て

身

構

え

る

。

 

ジ

ャ

ン

、
救

急

箱

を

開

け

、
中

か

ら

か

ら

ズ

ル

ズ

ル

と

一

升

瓶

を

取

り

出

す

。

 

二
四 



 
 

意

味

が

わ

か

ら

ず

首

を

傾

げ

る

、

ジ

ェ

イ

ソ

ン

。

 

S
#
 

八
九
●

絵

・

お

正

月 

 
 

お

正

月

の

年

始

挨

拶

の

絵

。

年

始

の

挨

拶

の

酒

を

 

 
 

持

っ

て

挨

拶

す

る

老

人

と

受

け

る

男

。

 

S
#
 

九
〇
●

神

社

・

境

内

（

昼

） 

一

升

瓶

を

前

に

差

し

出

し

な

が

ら

ジ

ェ

イ

ソ

ン

に

近

づ

く

、

ジ

ャ

ン

。

 

 
 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、

警

戒

し

て

二

歩

後

退

。

 

ジ

ャ

ン

、
丁

寧

に

お

辞

儀

し

て

ジ

ェ

イ

ソ

ン

に

一

升

瓶

を

差

し

出

す

。
 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、
首

を

傾

げ

な

が

ら

も

一

升

瓶

を

受

け

取

る

。

 

一

升

瓶

の

蓋

が

突

然

ロ

ケ

ッ

ト

の

よ

う

に

飛

び

出

し

、

ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

額

に

当

た

る

。
 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

、
そ

の

ま

ま

後

ろ

に

倒

れ

る

。
倒

れ

な

が

ら

一

升

瓶

の

口

が

ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

口

に

す

っ

ぽ

り

入

る

。

 

 
 

瓶

の

酒

が

ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

口

に

流

し

込

ま

れ

て

い

く

。 

 
 

ゴ

ク

ゴ

ク

と

酒

を

飲

む

、

ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

喉

。
 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

呆

気

に

と

ら

れ

て

じ

っ

と

そ

の

様

子

。

 

一

升

瓶

の

酒

が

空

に

な

っ

て

い

る

。
ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

顔

と

手

足

が

真

っ

赤

に

な

っ

て

い

る

。
ジ

ェ

イ

ソ

ン

、
バ

タ

リ

と

空

の

一

升

瓶

を

地

面

に

倒

す

。

 

 
 

グ

ー

グ

ー

と

大

き

な

い

び

き

を

か

き

始

め

る

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

ジ

ェ

イ

ソ

ン

を

の

ぞ

き

込

む

。

 

指

で

腹

を

つ

ん

つ

ん

し

て

み

る

。
ジ

ェ

イ

ソ

ン

、
眠

っ

た

ま

ま

反

応

が

な

い

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

、

死

ん

だ

カ

ラ

ス

の

横

に

座

る

。

 

救

急

箱

か

ら

絆

創

膏
（

×
も

の

）
を

取

り

出

し

て

カ

ラ

ス

の

腹

に

貼

る

。

 

 
 

ジ

ャ

ン

、

救

急

箱

の

蓋

を

閉

め

る

。

 

 
 

カ

ラ

ス

の

羽

が

反

応

し

て

動

く

。

 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

振

り

向

く

。

 

二
五 



 
 

カ

ラ

ス

、

羽

を

ば

た

つ

か

せ

て

飛

ぶ

。

 

 
 

見

上

げ

る

、

じ

ょ

う

じ

。

 

カ

ラ

ス

、

元

気

に

じ

ょ

う

じ

の

頭

の

上

に

着

地

す

る

。

お

ど

け

て

じ

ょ

う

じ

の

頭

を

く

ち

ば

し

で

コ

ツ

コ

ツ

。 

 
 

じ

ょ

う

じ

、

嬉

し

く

な

っ

て

境

内

を

走

り

出

す

。

 

頭

の

上

に

カ

ラ

ス

を

の

せ

た

じ

ょ

う

じ

が

ぐ

る

ぐ

る

と

境

内

を

回

る

。
ジ

ャ

ン

の

姿

は

も

う

ど

こ

に

も

な

い

。 

 
 

「

ハ

ッ

」

と

気

づ

い

て

ジ

ャ

ン

を

探

す

、

じ

ょ

う

じ

。 
カ

メ

ラ

は

い

つ

の

間

に

か

真

上

に

移

動

。
真

俯

瞰

の

神

社

の

境

内

。

ジ

ェ

イ

ソ

ン

は

大

の

字

に

倒

れ

た

ま

ま

。

ジ

ャ

ン

を

探

し

て

ぐ

る

ぐ

る

と

走

り

回

る

、
じ

ょ

う

じ

。 

  

【

お

わ

り

】

 
二
六 


